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運用報告書（全体版） 

受 益 者 の み な さ ま へ 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。 
「グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型）」は、2024年１月22日に第17期の決算を行
ないましたので、期中の運用状況をご報告申しあげます。 
今後とも一層のお引き立てを賜りますようお願い申しあげます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2015年８月31日から原則無期限です。 

運 用 方 針 
主として、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長

をめざして運用を行ないます。 

主要運用対象 
グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を主要投資対象とし

ます。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 日本を含む世界の金融商品取引所上場株式を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 
株式への実質投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への実質投資割合には、制限を設けません。 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 
株式への投資割合には、制限を設けません。 

外貨建資産への投資割合には、制限を設けません。 

分 配 方 針 

毎決算時、原則として分配対象額のなかから、基準価額水準、市況動向などを勘案して分配を行なう方針です。 

基準価額水準が１万円（１万口当たり）を超えている場合には、分配対象額の範囲内で積極的に分配を行ないます。 

ただし、分配対象額が少額の場合には分配を行なわないこともあります。 

 
 ＜642878＞ 

グローバル・ロボティクス株式ファンド
（年２回決算型） 

第17期（決算日 2024年１月22日） 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○ 近５期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

ROBO Global Robotics 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
純 資 産 
総 額 

(分配落) 
税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

（参考指数） 
期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％  ％ ％ 百万円 

13期(2022年１月20日) 10,064 950 6.2 271.50 6.1 94.8 377,846 

14期(2022年７月20日) 9,374 0 △ 6.9 242.71 △10.6 96.3 385,025 

15期(2023年１月20日) 9,311 0 △ 0.7 243.83 0.5 96.7 365,052 

16期(2023年７月20日) 11,225 1,000 31.3 315.29 29.3 96.5 398,586 

17期(2024年１月22日) 11,508 1,000 11.4 308.39 △ 2.2 96.2 429,981 
 

（注）基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 

（注）ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数は、ROBO Global Partners Ltdが開発した、世界のロボティクス関連等の株式を対

象にした指数です。なお、設定時を100として2024年１月22日現在知りえた情報に基づいて指数化しています。 
  

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 

R O B O  G l o b a l  R o b o t i c s 
and Automation UCITS指数 株   式 

組 入 比 率 
 騰 落 率 （ 参 考 指 数 ） 騰 落 率 

(期  首) 円 ％  ％ ％ 

2023年７月20日 11,225 － 315.29 － 96.5 

７月末 11,267 0.4 312.98 △ 0.7 97.2 

８月末 11,203 △ 0.2 300.29 △ 4.8 97.2 

９月末 10,814 △ 3.7 282.61 △10.4 95.9 

10月末 10,248 △ 8.7 258.37 △18.1 96.9 

11月末 11,513 2.6 290.95 △ 7.7 96.6 

12月末 11,945 6.4 310.29 △ 1.6 97.8 

(期  末)      

2024年１月22日 12,508 11.4 308.39 △ 2.2 96.2 
 

（注） 期末の基準価額は分配金込み、騰落率は期首比です。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」は実質比率を記載しております。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○運用経過 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 

（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 

（注） 分配金再投資基準価額およびROBO Global Robotics and Automation UCITS指数は、期首（2023年７月20日）の値が基準価額と同一と

なるように指数化しております。 

（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数は当ファンドの参考指数です。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドは、主として、日本を含む世界各国の金融商品取引所に上場されているロボティクス関連企業の

株式に実質的に投資を行ない、中長期的な信託財産の成長をめざして運用を行なっております。当作成期間中

における基準価額の主な変動要因は、以下の通りです。 

 

＜値上がり要因＞ 

・生成ＡＩ強化のための需要増加と、その利用に対する成長期待の高まりなどから、半導体およびソフトウェ

ア産業の生成ＡＩ関連銘柄を中心に、ロボティクス関連銘柄が全体的に堅調に推移したこと。 

・米国連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）が、金融引き締め策の終了に加え2024年中の利下げを示唆したことなど

を受け、期間末にかけて世界的に金利が低下したことにより、株式市場が全体的に上昇したこと。 

 

期中の基準価額等の推移 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

＜値下がり要因＞ 

・期間の前半、堅調な雇用環境などを背景に米国の長期金利が上昇したことや、ＦＲＢによる金融引き締め策

が長期化するとの観測に加え、中東情勢などをはじめとする地政学的リスクが意識され、株式市場の下落要

因となったこと。 

・長期金利上昇の動きが米国だけでなく欧州各国に波及したことにより、相対的に割高感が意識されたハイ

テク株が低調となったこと。 

 

 

（株式市況） 

当期間の世界の株式市場は、欧米主要国におけるインフレ動向と、米国を中心とした各国の中央銀行の金融

政策といったマクロ要因に大きく左右される展開となりました。2023年８月には米国国債格下げや、米国の長

期金利上昇に加え、中国景気後退懸念などから、また９月には米国の金融引き締め策の長期化や米国政府機関

の閉鎖に対する懸念、中国不動産関連企業の債務再編の不透明感の浮上などから、そして10月は欧米各国で利

上げ打ち止め観測が台頭するも、中東情勢の緊迫化などから株式市場は総じて軟調な展開が続きました。しか

し、11月に入ると地政学的リスクに対する懸念は依然として継続しているものの、ＦＲＢの利上げ局面が終了

したとの見方を受け長期金利が大幅に低下したことなどから株式市場は反発しました。以降も世界的に利上

げ懸念が後退したことや、米国をはじめとして利下げ開始時期が意識され始めたことなどを受け、株式市場は

底堅く推移しました。 

ロボティクス関連銘柄の株価は、期間前半は厳しい推移となったものの、後半は世界株式市場に比べて堅調

に推移しました。マクロ要因として、欧米主要国での金利上昇はマイナス要因となったものの、生成ＡＩ強化

のための需要増加と、その利用に対する成長期待の高まりなどから、半導体およびソフトウェア産業の生成

ＡＩ関連銘柄を中心に、ロボティクス関連銘柄が全体的に堅調に推移しました。 

 

（為替市況） 

期間中における主要通貨（対円）

は、右記の推移となりました。 

 

  

投資環境 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

（当ファンド） 

当ファンドは、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を高位に組み入れて運用を行な

いました。 

 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 

ボトムアップアプローチを重視し、大きな変革期にあるロボティクス市場で高い成長が見込まれると考え

る企業に着目した運用を行ないました。 

当期間は引き続き情報技術セクター、資本財・サービスセクターなどを中心に、物価が高止まりする中に

あっても、これを価格に転嫁することや、景気のスローダウンがあったとしてもダウンサイドの抑制が可能な

強固な財務体質を持つと見込まれる銘柄を厳選し投資しました。 

 

 

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設

けておりません。 

グラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰

落率です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 

  
（注） 基準価額の騰落率は分配金（税込み）込みです。 

（注） ROBO Global Robotics and Automation UCITS指数は当ファン

ドの参考指数です。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

 

分配金は、基準価額水準、市況動向などを勘案し、以下のとおりといたしました。なお、分配金に充当しな
かった収益につきましては、信託財産内に留保し、運用の基本方針に基づいて運用いたします。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり、税込み） 

項 目 
第17期 

2023年７月21日～ 
2024年１月22日 

当期分配金 1,000  

(対基準価額比率) 7.995％ 

 当期の収益 1,000  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 1,507   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

（当ファンド） 
引き続き、ファンドの基本方針に則り、「グローバル・ロボティクス株式マザーファンド」受益証券を原則

として高位に組み入れて運用を行ないます。 
 

（グローバル・ロボティクス株式マザーファンド） 
欧米ではインフレ沈静化の兆しが出てきており、市場の関心は利下げ開始時期に移っています。一方で景気

のスローダウンを感じさせるデータも見られ、高い金利水準が長期に渡り維持されることによる今後の景気
への影響について引き続き注視すべきと考えます。また2024年は、台湾総統選挙に始まり、日本の自民党総裁
選挙、米国大統領選挙と相場を左右するような要因が多く控えています。一方で生成ＡＩを活用した新技術の
本格的な活用が、多様な産業において生産性をどの程度向上させるのかや、新技術による世界の変化などによ
り注目しています。将来有望な技術を持つ企業の本源的価値は研究開発投資や設備投資により上昇している
との考えは変わりません。物価高、人手不足、脱炭素化社会への移行、地政学的リスクの高まりなど、増加す
る社会課題に対応を余儀なくされている世界において、それを解決および緩和できる新しいテクノロジーの
価値は上昇しているとの考えに確信を強めています。 

ロボティクスにとって、一層のデータ活用、サプライチェーン（供給網）の見直し、賃金インフレ、ＣＯ２
削減などの動きは自動化・自律化の新たな追い風になっています。多くの技術が社会課題の解決に求められる
可能性を秘めており、中長期的に投資対象であるロボティクス関連銘柄の魅力は非常に高いと考えます。引き
続き短期的な株価変動はむしろチャンスと捉え、バリュエーション（価値評価）を重視した運用を今後も継続
していく方針です。 

将来の市場環境の変動などにより、当該運用方針が変更される場合があります。 
 
今後ともご愛顧賜りますよう、よろしくお願い申しあげます。   

分配金 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○１万口当たりの費用明細 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 110  0.984  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） ( 53)  (0.475)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） ( 53)  (0.475)  運用報告書など各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の情報 
提供などの対価 

 （ 受 託 会 社 ） (  4)  (0.034)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） 売 買 委 託 手 数 料 1   0.005   (b)売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数 
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払う手数料 

 （ 株  式 ） (  1)  (0.005)   

（c） 有 価 証 券 取 引 税 0   0.001   (c)有価証券取引税＝期中の有価証券取引税÷期中の平均受益権口数 
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関する税金 

 （ 株  式 ） (  0)  (0.001)   

（d） そ の 他 費 用 1   0.010   (d)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 保 管 費 用 ） (  1)  (0.006)  保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保管及び資金の 
送金・資産の移転等に要する費用 

 （ 監 査 費 用 ） (  0)  (0.002)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 （ 印 刷 費 用 等 ） (  0)  (0.002)  印刷費用等は、法定開示資料の印刷に係る費用など 

 合 計 112   1.000    

期中の平均基準価額は、11,165円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 売買委託手数料、有価証券取引税およびその他費用は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンド

に対応するものを含みます。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価

証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で

除した総経費率（年率）は1.95％です。 
 

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。 

（注） 「その他費用」には保管費用が含まれる場合があります。なお、「その他費用」の内訳は「１万口当たりの費用明細」にてご確認いただ

けますが、期中の費用の総額と年率換算した値は一致しないことがあります。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含みます。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○売買及び取引の状況 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

銘 柄 
設 定 解 約 

口 数 金 額 口 数 金 額 
 千口 千円 千口 千円 
グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 5,552,232 20,037,630 10,831,906 42,590,962 

 
 
 

○株式売買比率 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

項 目 
当 期 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 

(a) 期中の株式売買金額 198,204,865千円 
(b) 期中の平均組入株式時価総額 782,010,318千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.25   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

（注） 外国の取引金額は、各月末（決算日の属する月については決算日）の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算した金額の合計です。

 

○利害関係人との取引状況等 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

 該当事項はございません。また委託会社に売買委託手数料は支払われておりません。 
 

 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

 

 該当事項はございません。 

 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○組入資産の明細 (2024年１月22日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 108,798,737 103,519,062 424,127,951 
 
（注） 親投資信託の2024年１月22日現在の受益権総口数は、206,922,179千口です。 

 

○投資信託財産の構成 (2024年１月22日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

グローバル・ロボティクス株式マザーファンド 424,127,951 89.6 

コール・ローン等、その他 49,429,794 10.4 

投資信託財産総額 473,557,745 100.0 
 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する割合です。 

（注） グローバル・ロボティクス株式マザーファンドにおいて、当期末における外貨建純資産（659,767,649千円）の投資信託財産総額

（885,529,296千円）に対する比率は74.5％です。 

（注） 外貨建資産は、期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。1アメリカドル=148.20円、1ユーロ=

161.52円、1スイスフラン=170.68円、1スウェーデンクローナ=14.16円、1ノルウェークローネ=14.14円、1新台湾ドル=4.7174円。 

 

 

親投資信託残高 
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2024年１月22日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 473,557,745,724   

 コール・ローン等 12,391,059,913   

 グローバル・ロボティクス株式マザーファンド(評価額) 424,127,951,779   

 未収入金 37,038,734,032   

(B) 負債 43,575,937,155   

 未払収益分配金 37,364,664,035   

 未払解約金 2,082,723,587   

 未払信託報酬 4,110,879,314   

 未払利息 3,747   

 その他未払費用 17,666,472   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 429,981,808,569   

 元本 373,646,640,354   

 次期繰越損益金 56,335,168,215   

(D) 受益権総口数 373,646,640,354口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 11,508円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は355,098,881,219円、期中追加設定

元 本 額 は 42,590,798,237 円 、 期 中 一 部 解 約 元 本 額 は

24,043,039,102円です。 

（注） １口当たり純資産額は1.1508円です。 
 

○損益の状況 (2023年７月21日～2024年１月22日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △       928,576   

 受取利息 5,529   

 支払利息 △       934,105   

(B) 有価証券売買損益 52,008,733,403   

 売買益 52,585,730,010   

 売買損 △   576,996,607   

(C) 信託報酬等 △ 4,128,545,786   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 47,879,259,041   

(E) 前期繰越損益金 39,827,609,806   

(F) 追加信託差損益金 5,992,963,403   

 (配当等相当額) (   4,932,690,226)  

 (売買損益相当額) (   1,060,273,177)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 93,699,832,250   

(H) 収益分配金 △37,364,664,035   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 56,335,168,215   

 追加信託差損益金 5,992,963,403   

 (配当等相当額) (   4,951,387,906)  

 (売買損益相当額) (   1,041,575,497)  

 分配準備積立金 50,342,204,812   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 親投資信託の信託財産の運用の指図に係る権限の全部又は一

部を委託するために要した費用のうち、2023年７月21日～2024

年１月22日の期間に当ファンドが負担した費用は706,551,385

円です。  
（注）分配金の計算過程（2023年７月21日～2024年１月22日）は以下の通りです。 

項 目 
2023年７月21日～ 
2024年１月22日 

a. 配当等収益(経費控除後) 1,359,651,307円 

b. 有価証券売買等損益(経費控除後・繰越欠損金補填後) 46,519,607,734円 

c. 信託約款に定める収益調整金 5,992,963,403円 

d. 信託約款に定める分配準備積立金 39,827,609,806円 

e. 分配対象収益(a＋b＋c＋d) 93,699,832,250円 

f. 分配対象収益(１万口当たり) 2,507円 

g. 分配金 37,364,664,035円 

h. 分配金(１万口当たり) 1,000円 

 
上記各資産の評価基準及び評価方法、また収益及び費用の計上区分等については、法律及び諸規則に基づき、一般に公正妥当と認められる

企業会計の基準に準拠して評価計上し処理しています。   
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グローバル・ロボティクス株式ファンド（年２回決算型） 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 1,000円 
 
 
 

○お知らせ 

 

 2023年７月21日から2024年１月22日までの期間に実施いたしました約款変更は以下の通りです。 

 

●当ファンドについて、新ＮＩＳＡ制度における成長投資枠の要件に適合させるため、当該ファンドにて行

なうデリバティブ取引および外国為替予約取引の利用目的を明確化するべく、2023年10月21日付けにて

信託約款の一部に所要の変更を行ないました。（付表、第21条、第22条、第23条、第28条） 

 

●当ファンドについて、その商品性、基準価額水準および純資産規模等を勘案し、新ＮＩＳＡ制度における

成長投資枠の要件に適合させるため、信託期間を無期限とするよう、2023年10月21日付けにて信託約款の

一部に所要の変更を行ないました。（第４条、第57条） 

 

 

約款変更について 

当ファンドの主要投資対象先の直近の運用状況について、法令および諸規則に基づき、 

次ページ以降にご報告申しあげます。 
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